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㍗

東（第12喝）、《・1）

猷

椿

昭
和
三
十
六
年
度
東
郷
村

剰

総
合
交
化
祭
開
催
要
項

　
1
艘
甘

東
郷
村
文
化
の
向
上
と
産
業
の

　
発
展
の
た
め
毎
年
開
催
を
続
け

　
て
き
た
文
化
祭
も
各
種
団
体
並

　
に
一
般
村
民
の
協
力
に
よ
り
、

」
そ
の
内
容
も
充
実
し
益
々
成
果

　
を
挙
げ
て
い
る
。
本
年
度
は
更

　
に
広
く
一
般
の
参
加
を
求
め
よ

　
い
文
化
行
事
を
実
施
し
て
村
民

　
に
発
表
と
鑑
賞
の
機
会
を
与
え

　
る
と
と
も
に
相
互
の
融
和
親
睦

を
は
か
り
一
段
と
郷
土
の
発
展

に
努
め
る
た
め
総
合
文
化
祭
を

開
催
す
る
。
．

2
主
催

　
東
郷
村
　
東
郷
村
教
育
委
員

　
会

3
期
目

　
昭
和
あ
年
1
2
月
1
、
2
、
3

　
　
（
3
日
間
）

4
会
場
．

　
東
郷
小
学
校
、
東
郷
中
学
校

5
実
施
方
法
及
内
春

総
合
文
化
祭
は
分
館
文
化
祭
と

中
央
文
化
祭
に
分
け
て
実
施
す

ω
中
央
文
化
祭

A
展
示
　
展
示
は
分
館
文
化
祭

に
お
け
る
優
秀
な
展
示
品
と
中

央
文
化
祭
の
展
示
品
を
併
せ
行

．
つ
。

　
学
芸
品
展
、
村
勢
郷
土
展
、

　
農
協
展
、
農
林
産
品
展
、
衛

　
生
展
、
生
花
展
、
畜
産
展
、

　
青
年
室
、
婦
人
室

B
実
演
及
相
談
　
実
演
は
農
機

具
そ
の
他
の
実
演

相
談
は
育
児
家
族
計
画
、
そ
の

他
の
相
談
所
を
開
設
す
。

C
競
技
大
会
　
競
技
大
会
は
関

係
団
体
並
に
各
個
人
が
自
発
的

に
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
ク
ラ
ブ
の
健
全
育
成
に
努
め

る
。

　
小
学
児
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
中
学
、
青

　
年
駅
伝
、
珠
算
競
技

D
村
民
体
育
大
会

②
分
館
文
化
祭
　
分
館
文
化
祭

は
中
央
文
化
祭
に
準
じ
て
行
い

部
落
の
特
性
を
充
分
と
り
入
れ

る
。
尚
家
庭
菜
園
、
堆
肥
の
品

評
会
や
水
稲
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯

等
の
坪
刈
り
坪
堀
り
等
も
実
施

す
る
こ
と
。

6
行
事
日
程

　
1
2
月
1
日
　
出
品
物
の
受
付

　
　
　
　
　
　
と
展
示

　
2
日
　
午
前
9
時
開
展
　
ソ

　
フ
ト
ボ
ー
ル
、
排
球
大
会
、

　
珠
算
競
技
、
畜
産
展
㍉

　
3
日
　
中
学
青
年
駅
伝
、
村

　
民
体
育
大
会
、
午
後
　
時
表

　
彰
式
、
式
後
演
芸
会
、
展
示

　
物
は
す
べ
て
午
後
1
時
に
閉

　
展

7
豪
彰

ω
分
館
は
個
人
表
彰
並
に
団
体

表
彰

ω
申
央
は
次
の
と
お
り
と
す
る

A
配
電
功
労
者
表
彰

B
公
民
館
及
団
体

C
一
般
出
品
物
に
つ
い
て
は
参

　
加
賞

D
競
技
会
は
各
種
目
ご
と
に
1

　
2
、
3
等
、
と
参
加
賞

E
畜
産
展
は
優
等
1
、
2
、
3

等
と
参
加
賞

F
学
童
作
品
に
は
特
賞
参
加
賞

号
一
所
梛
役

　
　
1
行
東
村

第
臓
饗

　
　
　
　
　
　
東

8
農
林
趨
晶
展
の
出
晶
種
目
並

　
に
教
量

主
作
物
俵
米
（
分
館
の
み
玄

　
　
　
　
米
1
俵

疏
菜
　
大
根
、
白
菜
（
各
3
株
）

里
芋
（
2
0
個
）
ご
ぼ
う
、
人
参

、
（
各
5
本
）
ね
菩
《
1
把
、
廻

り
3
0
傷
）
馬
鈴
薯
（
2
0
個
）
ほ

う
れ
ん
草
（
1
把
）
そ
の
他
の

葉
菜
類
、
根
菜
類

雑
穀
豆
類
（
2
」
）
そ
ば

　
　
　
（
2
‘
）

果
実
類
み
か
ん
、
柿
（
各
6

　
　
　
　
個
）
栗
（
1
‘
）

山
産
物
．
椎
茸
（
4
0
0
9
）

　
　
　
　
木
炭
（
1
俵
）

農
産
加
工
茶
（
2
0
0
9
）

み
そ
（
4
0
0
夢
）
醤
油
（

0
、
4
0
4
）
藁
工
品
（
1
枚
）

そ
ら
く
ち
（
1
荷
）
な
わ
（
手

な
い
1
番
）
　
（
機
械
1
丸
）
カ

ま
す
（
1
枚
）
炭
俵
5
枚
）
く

ら
し
た
（
1
個
）
竹
木
工
品

そ
の
他
国
卵
（
1
0
個
）

9
出
品
物
に
つ
い
て
の
注
鷺

ω
晶
種
名
、
部
落
名
、
出
品
者

名
の
札
を
つ
け
る
こ
と
。

ω
出
晶
物
の
包
装
を
厳
に
し
て

お
く
こ
と
。

㈹
出
品
物
は
各
公
民
館
で
ま
と

め
て
搬
入
の
こ
と
。
．

④
各
学
校
の
出
品
物
は
村
教
育

会
で
決
定
の
こ
と
（
搬
入
、
期

日
、
審
査
等
）

10

ｻ
の
他

ω
中
央
文
化
祭
に
出
品
す
る
懸

口
類
は
2
等
ま
で
と
し
、
そ
の

他
は
従
来
ど
お
り
3
等
ま
で
と

す
る
。
卜

◎
国
儀
院
議
員
の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

十
二
月
十
日
に
参
議
院
宮
崎
県

選
出
議
員
の
補
欠
選
挙
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選

挙
管
理
委
員
会
は
目
下
そ
の
準

備
中
で
あ
り
ま
す
が
差
当
り
有

権
者
の
皆
様
に
特
に
お
願
い
し

た
い
事
項
を
簡
単
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

今
度
の
選
挙
に
使
用
す
る
名
簿

は
昨
年
の
九
月
十
五
日
現
在
で

．
調
製
し
た
基
本
選
挙
人
名
簿
を

使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
て

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
な
い

人
に
つ
い
て
は
新
た
に
補
充
選

挙
人
名
簿
を
作
る
こ
と
に
な
つ

つ
て
も
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
な

い
と
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら

登
録
洩
れ
の
人
「
新
た
に
選
挙
　
■

権
の
備
つ
た
人
は
申
請
期
間
中
…

に
必
ず
申
請
を
す
る
よ
う
に
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
　
東
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
わ
っ
か
も
た
げ
て
コ
ス
モ
ス
咲
け
り

…
コ
ス
モ
ス
の
茂
り
な
び
か
ひ
伸
ぶ
み
れ
ば

…
　
　
　
花
は
咲
か
ず
も
よ
し
と
し
お
も
ふ

は
危
険
で
す
か
ら
特
に
注
意
す
の
上
に
は
可
一
一
を
也
蔓
な
“
印
七
、
「
タ
バ
コ
」
の
火
に
つ
い
て

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
野
焼
き
、
山
焼
き
に
つ
い
　
・
山
や
、
そ
の
他
屋
外
で
の
煙

興
か
ま
ど
に
つ
い
て
　
　
　
て
・
　
　
　
　
　
　
　
ピ
草
の
「
す
い
が
ら
」
は
投
げ
紬

煙
突
の
破
損
や
掃
除
に
洩
回
す
　
，
火
入
れ
は
、
’
必
ザ
火
入
れ
癖
・
て
ず
、
必
ず
火
を
消
し
で
安
全

る
と
共
に
、
か
ま
ど
と
、
壁
ど
可
書
の
交
付
を
愛
げ
な
け
れ
ば
な
場
所
に
捨
て
る
。

の
間
は
安
全
な
程
度
に
、
聞
隔
心
来
な
い
が
、
実
欝
に
つ
い
て
八
、
巡
遮
な
通
綴

を
と
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
「
は
当
日
の
気
象
条
件
を
考
慮
す
　
　
以
上
が
注
意
の
要
点
で
す
が

五
、
最
り
灰
に
つ
い
て
　
　
　
る
外
」
、
属
薗
き
、
風
速
そ
の
他
若
し
火
災
が
発
生
し
た
と
き
は

　
取
与
灰
は
不
燃
物
に
よ
る
貯
訪
火
饗
一
讐
戒
員
の
配
量
声
・
・
消
　
「
迅
速
な
方
法
」
で
消
防
団
や

．
蔵
所
を
設
け
る
か
、
又
は
火
気
火
設
備
（
ポ
ン
プ
、
曹
醤
畳
針
　
一
般
に
適
報
ず
る
。

の
な
い
こ
と
を
確
め
で
安
全
な
器
）
等
万
全
の
紺
葉
と
細
心
の
（
大
声
、
警
鐘
・
サ
そ
レ
ン
箸
）

，
場
所
に
貯
蔵
す
る
、
又
取
り
灰
注
意
を
払
ヶ
こ
と
。

温
昌
＝
≡
≡
3
一
一
一
冒
一
一
騨
一
呂
…
≡
≡
一
一
噛
≡
一
＝
§
毒
鴇
§
凹
閂
一
艦
一
≡
＝
一
囎
蓋
茎
罵
幽
薫
＝
≡
一
雷
§
胃

国
．
民
健
康
保
、
険
に
．
つ
い
て

曜
≡
＝
≡
≡
≡
≡
一
二
≡
一
≡
≡
一
＝
一
≡
一
＝
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
一
≡
＝
＝
≡
一
一
≡
≡
一
≡
≡
≡
＝
一
≡
≡
＝
一
≡
一
≡
≡
一
≡
＝
一
一
葭
て
い
ま
す
。

㎜
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
こ
の
補
充
選
挙
人
名
簿
の
調
製
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．正しい政治は

公明選挙から

来
る
十
二
月
十
日
に
参
議
院
議
員
の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す

●

　
　
　
立
候
補
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
属
す
る
政
党
の
政
策
や
自

選
・

分
の
政
見
を
有
権
者
に
訴
ゆ
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
ど

の
政
策
が
国
運
振
張
に
最
も
よ
い
政
策
で
あ
る
か
、
ま
た

㎜
現
在
日
は
今
年
の
十
一
月
十
九

…
日
現
在
と
な
っ
て
お
り
こ
の
日

㎜
ま
で
に
満
二
十
歳
以
上
に
な
る

㎜
人
で
こ
の
日
ま
で
引
続
き
三
ケ

㎜
月
以
上
本
村
に
住
所
を
有
し
て

㎜
い
る
人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

…
い
ま
す
。
つ
ま
り
昭
和
十
六
年

㎜
十
「
月
二
十
日
以
前
に
生
れ
た

㎜
人
で
本
年
の
八
月
二
十
日
以
前

㎜
か
ら
本
村
に
住
所
を
有
し
て
い

……

髏
l
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

㎜
申
請
期
間
は
十
一
月
二
十
日
か

㎜
ら
二
十
七
日
ま
で
の
八
日
聞
で

ど
の
政
見
が
国
民
生
活
上
最
良
の
も
の
で
あ
る
か
を
よ
く
㎜
毎
日
午
前
八
時
三
＋
分
か
ら
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

検
討
し
て
正
し
い
投
票
を
い
た
し
ま
し
よ
う
。

訓
＝
≡
≡
言
当
言
一
働
＝
≡
≡
＝
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
＝
量
＝
一
＝
≡
≡
＝
≡
ぎ
一
≡
≡
≡
罫
＝
≡
一
＝
＝
≡
≡
三
≡
＝
翫
駕
し
ま
す
。
た
と
い
馨
権
は
あ

㎜
後
五
時
ま
で
受
付
け
ま
す
。
十

㎜
一
月
＋
四
日
頃
に
区
長
さ
ん
め

㎜
お
集
り
を
お
願
い
し
名
簿
を
渡

醒
し
て
閲
覧
し
て
貰
う
こ
と
に
致

本
村
が
国
民
健
康
保
険
四
魔
を

実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
九
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は

こ
の
制
度
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
の
か
村
民
の
皆
様
の
認

識
も
浅
く
仕
事
が
思
う
よ
う
に

い
か
ず
国
昆
健
康
保
険
税
の
納

入
も
成
績
が
上
ら
な
い
た
め
に

専
ら
本
制
度
の
運
営
に
つ
い
て

啓
蒙
宣
伝
を
行
な
い
皆
様
の
御

協
力
を
お
願
い
し
て
参
っ
た
の

で
あ
ヴ
ま
す
。

そ
う
す
る
内
に
社
会
保
障
制
度

は
年
一
年
と
向
上
充
実
し
皆
様

の
認
識
も
次
第
に
た
か
ま
り
愈

昭
和
三
十
六
年
度

秋
期
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

秋
の
穫
入
れ
も
終
り
、
火
の
恋

し
い
季
節
と
な
っ
て
、
各
家
庭

は
勿
論
、
そ
の
忌
火
の
使
用
が

急
に
増
え
、
火
災
の
多
く
な
る

時
期
と
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
恒
例
に
よ

る
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
十

一
月
二
十
六
自
よ
り
十
二
月
二

日
ま
で
一
週
間
大
々
的
に
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が

本
村
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
消

防
団
を
始
め
、
各
関
係
団
体
の

協
力
の
も
と
に
、
私
達
の
村
か

ら
、
火
災
事
故
を
追
放
し
て
本

運
動
の
目
的
を
達
成
し
た
い
考

え
で
あ
り
ま
す
。
本
村
の
火
災

発
生
状
況
は
、
昨
年
度
一
〇
件

被
害
見
積
額
二
、
三
三
三
千
円

と
な
っ
て
お
り
、
尚
本
年
度
は

現
在
迄
七
件
、
被
害
見
積
額
三

六
〇
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
見
る
と
、
｝
日
平
均

約
一
億
円
（
1
5
分
間
に
1
件
の

割
合
で
起
き
て
い
る
）
も
の
莫

大
な
財
産
が
火
災
に
よ
り
、
灰

に
な
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
昔
か
ら
「
地
レ
ん
、
か
み

な
り
、
火
事
、
お
や
ぢ
」
と
云

わ
れ
火
事
は
恐
ろ
し
い
も
の
の

中
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た

然
し
現
在
で
は
、
－
火
事
を
恐
れ

な
く
な
っ
た
ば
か
り
か
、
軽
視

の
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
結
果
は

前
記
の
よ
う
な
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
炊
事
の
火
、
コ
ン
ロ

タ
バ
コ
、
ア
イ
ロ
ン
等
案
外
、

私
達
の
身
近
か
な
、
薫
．
レ
て
，

「
フ
ト
」
し
た
、
は
ず
み
や
馬

不
総
意
か
ら
火
事
は
超
き
て
い

ま
す
。
　
「
火
の
用
心
、
出
が
け

寝
が
廿
に
、
心
掛
サ
」
の
通
馴

お
互
い
山
人
輔
人
の
注
意
こ
そ

本
当
に
大
切
で
あ
り
ま
．
す
。
ど

う
か
皆
さ
ん
、
今
一
度
火
災
予

防
の
た
め
に
、
次
の
こ
乏
を
実

行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
記

　
一
、
コ
ン
ロ
（
石
油
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
、
電
気
等
）
に
つ
い
て

　
コ
ン
ρ
ば
粗
略
な
扱
い
を
せ

・
ず
正
し
い
扱
い
方
を
す
る
。
弁

．
は
良
ぐ
閉
め
て
あ
る
か
／
電
源

ス
イ
ヅ
チ
は
切
っ
て
あ
る
か
確

か
め
る
。
．
，
、

二
、
」
マ
ツ
斎
の
■
場
所
に
つ
い

．
て

　
五
、
，
六
才
か
ら
小
学
校
一
年

生
ぐ
ら
い
ま
で
が
好
ん
で
火
遊

び
を
す
る
の
で
こ
れ
ら
の
子
供

の
手
が
届
か
な
い
場
所
に
マ
ッ

チ
を
置
く
。

三
、
暖
房
観
具
（
炭
火
こ
た
つ

電
気
こ
た
つ
尊
）
に
つ
い
て

　
寝
る
前
、
外
出
前
に
は
必
ず

．
ふ
と
ん
を
取
り
去
り
、
残
火
の

始
末
や
、
電
源
ス
イ
ッ
チ
の
遮

断
を
確
か
め
る
。
又
、
こ
た
つ

に
「
オ
ム
ツ
」
を
の
せ
る
こ
と

…
々
こ
れ
で
軌
道
に
乗
っ
て
来
た

…
も
の
と
意
を
強
く
い
た
し
た
の

…
で
あ
り
ま
す
が
本
村
に
於
け
る

…
従
来
の
国
保
事
業
は
国
が
法
律

…
で
示
し
て
い
る
事
業
の
完
全
な

実
施
を
な
さ
ず
保
険
給
付
の
一

部
制
限
を
し
て
い
た
の
で
あ
り

ま
す
。

し
か
る
に
政
府
は
一
応
本
三
十

六
年
度
を
目
標
に
保
険
法
に
示

し
て
い
る
保
険
給
付
の
完
全
実

施
を
な
す
よ
う
指
導
し
て
参
り

ま
し
た
の
で
本
村
と
し
て
は
種

々
検
討
を
加
え
た
結
果
保
険
給

付
の
完
全
実
施
を
な
す
よ
う
県

下
大
半
の
保
険
者
と
歩
譜
を
揃

え
て
踏
切
つ
た
の
で
あ
り
ま
す

こ
れ
で
法
ど
お
り
の
療
養
の
給

付
即
ち
診
察
、
薬
剤
又
は
治
療

材
料
の
支
給
、
処
置
、
手
術
そ

の
他
の
治
療
、
病
院
又
は
診
療

所
へ
の
収
容
、
看
護
、
移
送
の

全
部
を
給
付
す
る
よ
う
に
な
つ

だ
の
で
あ
』
ツ
ま
す
。
今
各
処
で

話
題
に
上
っ
て
い
る
保
険
税
の

埴
領
も
も
の
事
に
起
因
レ
て
い

る
の
で
あ
り
ま
し
て
以
下
そ
の

内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
申
述

べ
皆
様
の
御
理
解
と
格
段
の
御

戦
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
コ

現
在
行
な
っ
て
い
る
保
険
事
業

の
内
で
最
も
大
切
な
仕
事
は
療

養
の
給
付
で
あ
り
ま
す
。
療
養

の
給
付
と
は
申
す
ま
で
も
な
く

皆
様
が
傷
擁
疾
病
で
診
察
治
療

等
受
け
ら
れ
る
際
に
窓
口
で
一

部
負
担
金
と
し
て
半
額
支
払
い

さ
れ
ま
す
が
そ
の
残
り
半
額
を

保
険
か
ら
支
払
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
額
が
本
村
国
民
健

康
保
険
の
総
予
算
額
約
一
、
三

三
〇
万
円
の
内
の
八
七
五
万
円

程
度
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
こ
の
額
ば
療
養
給
付
費
と

し
て
保
険
で
支
払
う
全
医
療
費

の
半
額
で
あ
り
ま
す
か
ら
実
際

の
総
医
療
費
は
一
、
七
五
〇
万

円
余
と
い
う
多
額
を
要
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
そ
の
他
の
給
付
と
し
て

出
生
の
際
の
助
産
費
一
件
に
つ

き
千
円
、
死
亡
の
際
の
葬
祭
費

一
件
に
つ
き
二
千
円
が
あ
り
ま

し
て
保
険
給
付
費
の
総
額
は
約

九
二
八
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
前
年
度
の
保
険
給
付
費
七

一
三
万
円
と
比
較
し
ま
す
と
大

巾
の
上
昇
を
示
し
て
居
り
ま
す

が
そ
の
主
な
原
因
は
受
診
率

（
診
察
を
受
け
る
回
数
）
の
上

昇
毛
あ
り
ま
す
が
最
も
大
き
な

原
因
は
入
院
の
際
の
愚
者
に
対

す
る
給
食
に
対
し
て
給
付
を
す

る
こ
と
と
歯
科
の
入
歯
に
対
し

て
給
付
を
新
た
に
す
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
コ
い
　
　
　
　
　
　
　
め

し
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
は
事
務
喪
と
し
て
保

険
事
務
に
従
事
し
て
い
る
職
員

の
給
与
、
そ
の
他
一
般
的
な
役

場
費
と
い
わ
れ
る
費
用
が
約
一

六
九
万
円
い
る
の
で
あ
り
ま
す

そ
れ
に
保
健
婦
活
動
を
申
心
と

し
た
保
健
施
設
費
が
約
四
三
万

円
必
要
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
国
民
健
康
保
険
事
業
に

要
す
る
主
な
経
費
で
あ
り
ま
す
，

が
そ
れ
で
は
こ
れ
に
充
当
す
る

収
入
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

と
申
し
ま
す
と
先
づ
第
一
番
に

見
込
ま
れ
る
の
が
保
険
税
で
あ

り
ま
す
。
，
こ
れ
は
法
で
療
養
給

付
費
の
九
〇
％
以
上
を
税
で
賄

な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ

れ
て
居
り
ま
す
。
即
ち
療
養
給

付
費
八
七
五
万
円
の
九
〇
％

七
八
八
万
円
以
上
の
税
収
を
必

要
と
す
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
本
村
の
場
合
種
々
検
討
の

結
果
こ
れ
ま
で
の
保
険
税
四
五

〇
万
円
程
度
で
も
容
易
で
な
い

の
に
八
○
○
万
円
近
く
に
ま
で

税
を
上
げ
る
こ
と
は
ど
う
し
て

も
無
理
で
あ
ろ
ヶ
と
い
う
こ
と
．

に
な
り
前
年
度
繰
越
金
や
滞
縮

繰
越
金
そ
れ
に
一
般
会
計
繰
入

金
等
の
収
入
を
上
げ
て
出
力
保

一
週
増
加
に
よ
っ
て
の
負
担
を

重
く
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に

と
の
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
法
に
規
定
さ
義
増
鱗
笥

義
務
の
履
行
と
傑
険
事
業
の
円

滑
な
る
運
営
の
た
め
に
は
現
在

の
税
額
六
〇
Q
余
万
円
ま
で
は

射
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
を
県
内
の
各
市
町
村
と
比
較

い
た
し
ま
し
て
も
一
世
帯
当
又

は
被
保
険
者
一
人
当
に
し
て
決

し
て
上
の
方
で
は
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。

　
（
以
下
二
面
下
段
へ
続
く
）
、

十
一
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
三
期
の

納
期
で
す

十
二
月
は
固
定
資
産
税
第
三
期
の
納
期

に
な
っ
て
い
ま
す
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会
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告
書
（
一
）

子
ど
も
　
と

共
．
に

福
瀬
新

青
少
年
を
正
し
く
明
る
く
育
て
　
第
五
に
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
は

よ
う
、
と
い
う
運
動
が
始
め
ら
必
ず
口
答
を
す
る
こ
と
で
す

れ
て
か
ら
、
も
う
数
年
に
な
り
こ
う
し
た
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
？

ま
す
。
私
た
ち
の
村
で
も
親
子
み
重
さ
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

会
や
子
ど
も
会
が
各
部
落
に
で
が
不
良
化
し
て
い
く
の
で
は
な

き
て
盛
ん
に
活
動
し
て
い
ま
す
い
で
し
よ
う
か
。
く
だ
も
の
を

し
か
し
そ
の
親
子
会
や
子
ど
も
盗
み
に
行
っ
た
子
ど
も
を
見
つ

会
を
正
し
く
理
解
し
て
、
そ
の
　
け
て
聞
い
て
み
る
と
、
　
「
僕
の

目
的
の
た
め
に
筋
力
し
て
下
さ
家
の
を
と
る
と
、
父
ち
ゃ
ん
や

る
方
は
あ
ま
り
に
も
少
い
の
で
母
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
か
ら
」

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
と
い
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
親

毎
日
の
新
聞
や
ラ
ジ
オ
が
、
青
に
知
ら
せ
ま
す
と
親
は
人
前
も

少
年
の
不
良
化
を
報
道
し
て
い
か
ま
わ
ず
、
我
が
子
を
捕
え
て

ま
す
。
私
た
ち
の
村
で
は
今
ま
薪
の
棒
で
な
ぐ
り
つ
け
ま
し
た

で
そ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
　
そ
し
て
「
お
前
の
よ
う
な
馬
鹿

よ
う
な
こ
と
は
、
ま
だ
一
度
も
　
子
が
お
る
か
ら
、
親
が
泣
か
ね

あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
そ
の
こ
ば
な
ら
ん
」
と
い
っ
て
、
と
め

と
だ
け
に
満
足
し
て
い
て
よ
い
れ
ば
と
め
る
ほ
ど
た
た
く
の
で

の
で
し
ょ
う
か
。
親
子
会
や
即
し
た
。

ど
も
会
を
つ
く
っ
て
、
子
ど
も
ま
た
い
た
ず
ら
を
し
て
い
る
子

た
ち
の
生
活
を
み
て
見
ま
す
と
ど
も
を
村
の
人
が
見
つ
け
て
酬

い
く
ら
で
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
回
し
ま
す
と
、
そ
の
子
ど
も
は

問
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
泣
い
て
家
に
帰
り
、
母
に
い
い

思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
ま
し
た
。
す
る
と
母
親
は

「
う
ち
の
子
ど
も
は
心
配
は
な
　
そ
の
後
こ
と
あ
る
た
び
に
、
そ

い
」
「
う
ち
の
子
ど
も
に
か
ぎ
の
注
意
し
た
人
の
悪
口
を
い
う

っ
て
そ
ん
な
い
た
ず
ら
は
し
な
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

い
」
と
考
え
て
い
る
お
母
さ
ん
が
こ
ん
ど
は
他
の
子
ど
も
が
、

た
ち
は
、
本
当
に
子
ど
も
た
ち
そ
の
家
の
く
だ
も
の
を
盗
っ
た

の
生
活
を
よ
く
ご
存
じ
で
し
よ
　
の
で
す
。
そ
の
親
は
、
子
ど
も

う
か
。
子
ど
も
は
悪
へ
の
道
は
を
捕
ら
え
て
、
待
っ
て
い
た
と

近
い
が
善
へ
の
道
の
遠
さ
を
よ
ば
か
り
叱
り
つ
け
、
と
う
と
う

く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
親
ま
で
呼
ん
で
こ
と
わ
り
を
い

子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
、
学
校
わ
せ
た
の
で
す
。

と
家
庭
と
社
会
と
で
は
、
そ
れ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
母
親
は

そ
れ
違
っ
た
生
活
態
度
を
見
せ
も
っ
と
も
よ
き
理
解
者
で
あ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
よ
く
て
、
よ
き
指
導
者
で
あ
り
ま
す

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
が
、
果
し
て
そ
の
役
割
を
充
分

部
落
の
子
ど
も
会
で
、
　
「
よ
そ
果
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

の
家
の
く
だ
も
の
を
と
ら
な
い
　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
直
面
し
た
．

こ
と
」
と
い
う
き
ま
り
を
作
つ
時
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
、

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
子
ど
も
た
ち
を
導
い
た
ら
よ
い

う
が
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
の
　
の
で
し
ょ
う
か
、
む
や
み
に
子

ま
に
か
そ
の
き
ま
り
を
破
り
、
　
ど
も
た
ち
を
、
き
ま
り
で
し
ば

部
落
内
の
は
と
れ
な
い
の
で
、
　
り
、
た
だ
子
ど
も
た
ち
を
罰
す

他
部
落
の
も
の
を
と
っ
て
く
る
　
る
こ
と
だ
け
で
は
、
け
っ
し
て

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
子
ど
も
は
よ
く
な
る
も
の
で
は

し
て
そ
の
方
法
も
、
大
人
も
及
な
い
と
思
う
の
で
す
。
子
ど
も

ば
な
い
ほ
ど
知
的
に
な
っ
て
き
た
ち
に
は
子
ど
も
の
社
会
が
あ

た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
子
ど
も
の
自
由
と
責
任
が

第
一
に
臼
分
の
手
を
か
け
な
い
　
あ
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
は
充

で
、
下
級
佐
を
使
う
こ
と
で
す
分
子
ど
も
を
理
解
し
て
い
る
で

第
二
に
自
分
よ
り
力
の
弱
い
疑
し
よ
う
か
。
ほ
ん
き
う
に
子
ど

か
ら
貰
っ
て
く
る
こ
と
で
す
f
叡
た
ち
に
、
よ
き
理
爵
…
と
協
力

第
三
に
恵
事
の
時
間
が
、
う
す
を
与
え
て
い
る
で
あ
り
ま
し
よ

ぐ
ら
く
な
る
時
闇
を
ね
ら
っ
て
う
か
。

す
る
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
》
ポ
た
ち
は
、
す
ぐ
仲
ま
を

雑
舐
通
り
の
な
い
嚢
を
↑
襲
滞
藁
蓑

名
　
八
千
子

も
に
は
乎
ど
も
だ
け
の
社
会
が

き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。
私
た

ち
は
そ
れ
を
、
も
っ
と
も
っ
と

温
い
目
で
見
ま
も
っ
て
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

あ
る
と
こ
ろ
に
「
悪
い
子
は
石

を
投
げ
ま
せ
ん
」
と
書
い
た
立

札
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る

と
子
ど
も
た
ち
は
「
僕
は
悪
い

子
だ
か
ら
石
を
投
げ
る
」
と
い

っ
て
石
を
投
げ
ま
す
。
又
仲
ま

に
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
石

を
投
げ
て
か
ら
は
じ
め
て
仲
ま

に
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
そ
う

悪
い
こ
と
を
し
把
と
は
感
じ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
た
だ
な
ん

と
な
く
そ
う
い
う
経
験
を
し
て

見
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め

る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
た
だ
単
純
な

子
ど
も
心
の
い
た
ず
ら
の
様
で

も
あ
り
ま
す
。
何
も
社
会
的
な

責
任
や
義
務
を
感
じ
と
る
以
上

に
子
と
も
た
ち
に
と
っ
て
は
興

味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。
そ
れ
な
の
に
親
子
会

や
子
と
も
会
は
、
た
だ
単
に
不

良
化
防
止
の
み
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
心
を
心

と
し
、
良
く
見
、
良
く
聞
き
、

良
く
考
え
て
や
る
母
親
で
あ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
社
会
を
正
し
く
明
る

く
す
る
に
は
、
子
ど
も
自
身
の

知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
、
学

習
に
体
育
に
家
庭
へ
そ
し
て
社

会
へ
貢
献
し
住
み
よ
い
社
会
を

築
き
あ
げ
て
い
く
た
め
の
知
識

や
技
術
を
又
そ
う
し
た
生
活
態

度
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
こ
そ
、

私
た
ち
母
親
の
つ
と
め
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

私
た
ち
は
今
一
度
よ
く
考
え
て

見
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

心
に
も
な
い
こ
と
を
し
ゃ
べ
り

心
に
あ
る
こ
と
は
人
ま
え
で
は

い
え
な
い
。
私
た
ち
の
せ
ま
い

部
落
、
私
た
ち
の
お
さ
な
い
知

識
、
し
か
し
な
が
ら
子
ど
も
を

愛
す
る
時
、
ふ
る
い
感
情
を
洗

い
流
し
て
、
子
ど
も
と
共
に
悩

み
、
共
に
苦
し
み
、
共
に
成
長

し
て
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
気
持
で
一
ぱ
い
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
よ
り
よ
き
成
長
を
希

う
な
ら
ば
、
私
た
ち
が
よ
り
高

く
、
よ
り
多
く
学
ぶ
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
し
た
立
場
か
ら
親
子
会
や

子
ど
も
会
を
今
一
度
反
省
し
て

見
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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農
業
委
員
会
便
り

農
地
相
談
　
莫
下

聞
　
私
は
農
家
の
世
帯
主
（
甲
）

で
次
男
（
乙
）
が
お
り
ま
す
。

次
男
は
妻
（
丙
）
を
め
と
り
、

こ
の
た
び
分
家
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
次
男

夫
婦
に
農
地
を
贈
与
す
る
つ
も

り
で
す
が
、
贈
与
農
地
を
「
甲

乙
、
丙
、
お
の
お
の
二
分
の
一

ず
つ
の
侍
ち
分
を
有
す
る
共

有
」
と
い
う
こ
と
に
し
、
登
記

名
義
も
そ
の
よ
う
に
し
た
い
の

で
す
が
農
地
法
上
許
可
さ
れ
ま

す
か
。
こ
の
よ
う
な
許
可
申
請

は
甲
、
乙
、
丙
、
三
者
連
名
で

す
る
の
で
す
か
。

筈
　
農
地
の
所
有
権
を
移
転
す

る
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
　
（
農
地
法
三

条
）
共
有
に
お
け
る
「
持
分
」

の
法
律
的
性
質
に
つ
い
て
は
民

法
に
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

判
例
に
よ
る
と
「
共
有
は
数
人

が
共
同
し
て
一
つ
の
所
有
権
を

有
す
る
状
態
で
あ
っ
て
、
共
有

者
は
物
を
分
割
し
て
そ
の
一
部

を
所
有
す
る
の
で
は
な
く
、
各

所
有
者
は
物
の
全
部
に
つ
い
て

所
有
権
を
有
し
、
他
の
共
有
者

の
同
一
の
権
利
に
よ
っ
て
減
縮

さ
れ
る
に
す
ぎ
な
噺
。
萄
従
っ
て

共
有
蓉
の
有
す
る
権
利
は
単
独

所
有
の
権
利
と
性
質
掬
容
を
同

じ
く
し
、
た
だ
分
量
お
よ
び
範

囲
に
公
狭
の
差
異
が
あ
る
だ
け

で
あ
る
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す

（
失
審
麟
判
決
例
）
，

そ
こ
で
共
有
持
ち
分
を
移
転
す

る
場
合
に
も
農
地
法
三
条
の
知

事
の
許
可
を
受
け
て
か
ら
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
許
可

申
請
は
一
般
の
場
合
と
同
様
に

該
渡
人
甲
と
譲
受
人
乙
お
よ
び

丙
が
連
名
で
す
る
か
譲
渡
人
甲

譲
受
人
丙
の
連
名
で
そ
れ
ぞ
れ

二
分
の
一
の
持
ち
分
に
つ
い
て

許
可
申
請
を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
申
請
を
審
査
す
る
場
合
に

は
知
事
は
農
地
法
三
条
二
項
各

号
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を

判
断
し
て
諾
否
を
決
め
ま
す
。

夫
婦
親
子
間
で
の
共
有
関
係
は

別
と
し
て
、
他
人
同
志
の
共
有

に
つ
い
て
は
、
同
一
の
農
地
を

共
有
者
双
方
が
耕
作
の
事
業
に

供
す
る
こ
と
が
実
態
上
困
難
で

あ
っ
た
り
、
権
利
関
係
が
複
雑

に
な
る
な
ど
好
ま
し
い
と
は
云

え
ま
せ
ん
。

そ
の
四

間
農
地
改
革
前
私
は
甲
と
水

田
の
交
換
を
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
当
時
、
移
転
登
記
が
で
き

な
い
と
い
う
の
で
、
農
地
改
革

の
さ
い
、
買
収
売
り
渡
し
の
手

続
き
で
登
記
を
す
ま
せ
ま
し
た

と
こ
ろ
が
、
甲
は
あ
と
に
な
っ

て
交
換
地
の
一
部
を
か
え
て
欲

し
い
と
い
っ
て
私
名
義
の
農
地

を
一
、
二
年
耕
作
し
て
い
る
う

ち
に
、
甲
嶢
亡
し
、
そ
の
家

族
が
耕
作
し
て
い
ま
す
。
私
は

韓
腋
藻
練
薄
關

が
つ
か
な
い
ば
か
り
か
、
農
業

委
員
会
で
買
収
し
て
も
ら
う
と

い
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

箸
　
農
地
改
革
で
売
渡
し
を
受

け
た
農
地
（
創
設
地
）
は
売
渡

し
を
受
け
た
者
が
自
ら
耕
作
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
病
気

や
負
傷
の
た
め
の
療
養
、
就
学

公
選
に
よ
る
公
職
へ
の
就
任
な

ど
特
別
の
理
由
の
あ
る
場
合
に

し
か
他
人
に
貸
付
け
る
こ
と
は

で
き
ず
、
農
業
委
員
会
の
許
可

を
受
け
ず
に
他
人
に
耕
作
さ
せ

た
と
き
は
国
が
買
収
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
農
地
法

十
五
条
）
交
換
の
契
約
が
あ
っ

て
、
交
換
の
登
記
を
す
る
か
わ

り
に
、
買
収
渡
し
の
手
続
き
で

登
記
を
す
ま
せ
た
と
い
っ
て
も

創
設
地
に
は
か
わ
ら
な
い
の
で

甲
の
家
族
に
無
許
可
で
耕
作
さ

せ
て
お
れ
ば
、
農
地
法
十
五
条

の
適
用
が
あ
り
ま
す
。
交
換
の

契
約
の
内
容
が
は
っ
き
り
し
て

お
れ
ば
、
所
有
権
に
基
い
て
引

き
渡
し
を
請
求
す
る
訴
訟
も
し

く
は
民
事
調
停
法
に
よ
り
農
事

調
停
を
申
し
た
て
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

も
し
そ
の
創
設
地
と
甲
の
相
続

人
の
別
の
所
有
地
を
交
換
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

農
地
に
つ
い
て
お
互
い
の
所
有

権
の
移
転
を
す
る
た
め
に
農
地

法
三
条
の
許
可
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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麗な環境を造り上げた

が金年

あ
な
た
を
守
る
新
時
代

の
変
革
が
あ
っ
た
と
言
え
、

ん
な
こ
と
が
当
り
前
に
な
っ
た

ら
悲
し
い
こ
と
だ
。
然
し
子
供

と
し
て
も
親
子
の
情
に
お
い
て

忍
び
難
い
も
の
が
あ
っ
て
も
戦

後
生
活
一
般
が
こ
の
よ
う
に
き

び
し
く
な
れ
ば
、
妻
や
子
供
の

生
活
に
追
わ
れ
止
む
得
ず
両
親

へ
の
配
慮
が
薄
ら
い
で
行
く
の

が
通
常
の
姿
と
な
り
つ
つ
あ
る

よ
う
で
す
。
子
供
に
は
子
供
と

し
て
苦
労
が
あ
る
な
ら
ば
親
達

も
老
後
の
こ
と
を
自
力
で
準
備

し
て
お
く
こ
と
を
若
い
中
か
ら

考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

が
国
の
対
策
、
国
民
年
金
で
あ

る
こ
と
を
再
び
御
認
識
願
い
度

、
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

し第
三
十
九
回
臨
時
国
会
も
終
り

待
望
の
国
民
年
金
法
一
部
改
正

案
も
議
決
さ
れ
た
。
審
議
過
程

に
お
け
る
部
員
の
質
問
や
大
臣

の
答
弁
か
ら
し
て
、
将
来
国
力

の
発
展
と
共
に
年
金
も
益
々
充

実
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す

改
正
の
内
容
は
次
回
に
譲
る
こ

と
に
し
て
今
回
は
年
金
行
政
上

皆
さ
ん
か
ら
知
っ
て
頂
き
度
い

こ
と
、
守
っ
て
頂
き
度
い
こ
と

を
掲
載
致
し
ま
し
た
。

〇
一
、
拠
出
創
盟
民
年
金
と
経

　
　
遇
的
■
祉
年
金
に
つ
い
て

拠
出
制
国
民
年
金
は
本
年
四
月

よ
り
発
足
し
て
百
円
乃
至
百
五

私
に
は
九
人
の
子
供
が

い
る
が
あ
て
に
な
る
子

は
一
人
も
い
な
い
。
国

民
年
金
が
で
き
た
の
で

こ
れ
の
方
が
余
程
信
頼

で
き
る
こ
れ
は
五
十
才

を
過
ぎ
た
或
る
父
親
の

話
だ
が
戦
後
家
族
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
こ

拾
円
の
保
険
料
を
負
担
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
村
内
に

三
、
○
八
七
人
の
被
保
険
者
が

い
て
中
約
五
〇
〇
人
の
方
が
免

除
該
当
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
足
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
た
め

本
法
に
よ
る
年
金
支
給
者
は
少

な
く
全
国
で
六
四
〇
件
、
本
村

で
も
ま
だ
二
件
程
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
然
し
福
祉
年
金
の
方
は

本
村
で
も
昭
和
三
十
五
年
度
の

場
合
、
老
令
者
三
三
一
名
障
害

者
四
八
名
、
母
子
世
帯
三
八
名

四
四
一
七
名
の
該
当
者
が
あ
り

年
金
支
給
額
は
年
に
五
百
四

拾
万
四
千
八
百
円
と
な
っ
て
居

り
拠
出
制
国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
保
険
料
を
負
担
す
る
人
を

二
千
五
百
人
と
み
た
場
合
一
年

間
に
納
め
る
保
険
料
は
約
三
百

万
円
で
す
か
ら
、
差
引
二
百
四

拾
万
四
千
八
百
円
の
金
が
村
内

に
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
然

も
本
年
は
老
令
年
金
受
給
者
が

七
名
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
人

間
の
寿
命
も
国
の
発
表
の
通
り

延
び
つ
つ
あ
る
こ
と
が
証
明
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

〇
一
、
保
陰
料
の
免
除
を
受
け

　
　
　
た
人
の
手
帳
の
保
管

本
村
に
は
約
五
〇
〇
人
免
除
者

が
い
ま
す
が
、
こ
の
人
達
の
年

金
手
帳
は
明
年
三
月
ま
で
は
必

要
と
し
な
い
の
で
薇
実
に
保
管

し
て
下
さ
い
。
部
落
に
よ
っ
て

は
組
合
長
さ
ん
が
践
め
て
保
管

し
て
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
う
し
て
お
け
ば
安
心
で

す
。
明
年
に
な
り
生
活
状
態
が

思
わ
し
く
ゆ
か
な
い
場
合
は
更

に
手
帳
を
つ
け
て
再
申
請
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
一
、
氏
名
変
更
又
は
住
所
変

　
　
　
更
の
届
出
に
つ
い
て

結
婚
等
で
氏
名
を
変
更
し
た
り

（一

ﾊ
よ
り
続
く
）

次
は
前
に
申
し
上
げ
ま
し
た
役

場
費
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る

事
務
費
で
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は

原
則
と
し
て
一
〇
〇
％
国
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま

す
。
又
最
も
多
額
を
要
す
る
療

養
の
給
付
に
対
す
る
国
の
負
担

金
は
総
医
療
費
の
二
割
と
な
っ

て
居
り
ま
す
の
で
約
三
三
〇
万

円
を
見
込
ん
で
居
り
ま
す
。
そ

の
外
調
整
交
付
金
と
し
て
給
付

に
支
障
の
な
い
よ
う
に
年
度
末

に
は
国
よ
り
相
当
額
の
補
助
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

居
り
ま
す
。
又
保
健
婦
の
活
動

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
国

県
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
の
で
才

又
は
住
所
を
変
え
た
場
合
は
当

該
事
実
が
あ
っ
た
日
か
ら
二
十

日
以
内
に
手
帳
を
添
え
住
所
地

の
市
町
村
長
に
届
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
転
出
さ

れ
る
方
は
役
場
に
転
幽
届
け
受

領
に
来
ら
れ
た
際
年
金
係
に
も

一
言
転
出
先
を
知
ら
せ
て
下
さ

い
ま
す
と
転
出
先
の
手
続
き
等

に
つ
い
て
も
御
説
明
致
し
ま
す

〇
一
、
賢
し
く
加
入
資
格
を
得

　
　
　
た
人
遣
へ

年
金
法
で
国
内
に
居
住
す
る
二

十
才
以
上
の
国
罠
は
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十

才
に
な
ら
れ
た
方
は
将
来
の
自

分
の
た
め
に
進
ん
で
加
入
届
け

を
し
て
下
さ
い
。

但
し
官
公
署
や
会
社
等
に
就
職

し
て
厚
生
年
金
や
公
務
員
共
済

組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
人
は

加
入
で
き
ま
せ
ん
。
又
こ
れ
等

の
配
遇
者
の
加
入
は
任
意
と
な

っ
て
い
ま
す
。

漁；目論5
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出
の
約
一
、
三
三
〇
万
円
を
賄

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す

尚
十
月
幽
日
か
ら
保
険
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
ま
し
て
世
帯
主

が
結
核
性
疾
患
や
精
神
病
等
に

罹
っ
た
場
合
は
三
割
の
一
部
負

担
で
七
割
は
保
険
で
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

言
う
ま
で
も
な
く
一
家
の
生
計

を
支
え
て
い
る
世
帯
主
が
病
気

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
家

庭
に
及
ぼ
す
経
済
的
な
圧
迫
を

出
来
る
丈
軽
く
し
て
少
し
で
生

活
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
の
で
世
帯
主
の

決
め
方
に
つ
い
て
も
そ
の
点
充

分
考
慮
の
上
こ
の
際
変
更
の
要

あ
る
方
は
正
規
の
手
続
き
を
と

，
つ
て
整
備
し
て
お
か
れ
る
こ
と

継
老
席
で
孫
た
ち
の
叢
に
見
入
る
老
人
た
ち
鐸
鷲
罐
と
オ
．
藪
雛
聾

が
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
増
税
を

免
が
れ
る
こ
と
は
到
底
不
可
能

で
あ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
す
が

一
た
ん
負
傷
や
病
気
に
罹
ら
れ

た
と
し
ま
す
と
そ
れ
は
又
保
険

の
給
付
に
よ
る
経
済
的
効
果
は

誠
に
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と

は
既
に
大
半
の
皆
様
が
経
験
さ

れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
ま
す

ど
う
か
相
互
扶
助
の
糖
神
で
固

め
た
上
に
国
の
社
会
保
障
が
大

き
く
裏
付
け
し
て
い
る
保
険
制

度
の
風
要
性
を
此
の
際
一
段
と

御
認
識
に
な
っ
て
本
事
業
が
円

滑
に
運
営
出
来
ま
す
よ
う
特
段

の
御
配
慮
と
御
憾
力
の
程
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
稔
の
秋
に
あ
ま
り
に
も
非
情

な
豪
雨
で
あ
っ
た
。

丹
精
こ
め
て
つ
く
っ
た
水
稻
が

収
穫
の
寸
前
に
、
或
は
泥
水
に

ぬ
れ
、
或
は
濁
流
に
流
さ
れ
た

無
惨
な
情
景
は
、
天
は
あ
ま
り

に
も
無
情
で
あ
る
と
悲
債
の
念

さ
え
起
る
。

◇
災
害
は
思
わ
ぬ
時
に
吟
ず
れ

る
。
だ
か
ら
常
日
頃
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
　
「
備
え
あ
れ
ば

憂
な
し
」
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど

や
は
り
不
可
抗
力
の
災
難
も
同

ず
れ
る
。
今
回
の
災
害
は
将
に

そ
れ
で
あ
る
。
全
く
の
天
災
で

あ
る
。
天
を
う
ら
む
よ
り
外
に

術
も
な
い
こ
と
だ
か
ら
将
来
に

期
待
を
か
け
て
立
ち
止
る
こ
と

と
し
よ
う
。

◇
十
一
月
の
声
を
聞
く
と
ど
こ

の
部
落
で
も
村
祭
が
来
る
。
朝

早
く
鎮
守
の
森
か
ら
流
れ
来
る

太
鼓
の
音
は
遠
い
昔
こ
の
地
を

拓
い
て
く
れ
た
祖
先
の
人
々
の

よ
ろ
こ
び
の
叫
び
の
よ
う
に
も

聞
え
て
来
る
。

◇
鎮
守
の
森
は
わ
れ
わ
れ
村
人

の
産
土
の
神
の
お
わ
す
と
こ
ろ

で
村
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で

も
あ
る
。

◇
年
一
度
の
村
祭
り
に
は
こ
の

地
を
拓
い
て
く
れ
た
遠
い
祖
先

の
こ
と
に
も
思
い
を
は
せ
て
報

本
反
駁
の
念
を
お
こ
す
こ
と
も

村
祭
り
を
す
る
一
つ
の
意
義
で

は
あ
る
ま
い
か
。

◇
十
二
月
一
日
二
日
三
日
に
総

合
文
化
祭
が
開
か
れ
る
。
今
年

は
第
十
四
回
で
あ
る
。
輝
し
い

歴
史
と
伝
統
は
う
ち
た
て
ら
れ

つ
つ
あ
る
が
村
民
の
協
力
が
な

け
れ
ば
直
ち
に
壊
れ
る
危
険
性

が
多
い
。

だ
か
ち
、
村
民
一
人
一
人
が
文

化
祭
の
も
つ
意
義
を
深
く
認
識

し
て
更
に
新
し
い
歴
史
の
一
ペ

ー
ジ
を
加
え
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
あ
る
。

　
小
春
日
や
南
の
橡
に
蝿
の
飛

㍉
ぷ

〆
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